
平成１９年（２００７年）３月１５日
広報西東京

3 おお知知ららせせ

担当課番号案内の碓田 碓保 の表記は　碓田 …田無庁舎（南町５～６～１３）　碓保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

  　

平
成　

年
度
よ
り
次
の
住
宅
等

１９

は
減
額
措
置
の
適
用
が
な
く
な
り

ま
す
。

◎
減
額
期
間
３
年
…
平
成　

年
１

１５

月
２
日
〜
平
成　

年
１
月
１
日
に

１６

新
築
さ
れ
た
一
般
の
住
宅

◎
減
額
期
間
５
年
…
平
成　

年
１

１３

月
２
日
〜
平
成　

年
１
月
１
日
に

１４

新
築
さ
れ
た
３
階
建
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
等

◆
資
産
税
課
（
碓田
 

緯
内
線　

）
１３４１

 　

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
・
都
民
税
の
納

税
に
は
、
安
心
・
便
利
な
預
貯
金

口
座
か
ら
の
口
座
振
替（
自
動
払
込
）

の
利
用 
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す 
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
、
預
貯
金

通
帳
・
届
出
印
・
納
税
通
知
書
を

持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
等
窓
口

で
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は

市
内
各
金
融
機
関
等
窓
口
お
よ
び

市
役
所
納
税
課
、
各
出
張
所
に
あ

税

固
定
資
産
税
（
家
屋

固
定
資
産
税
（
家
屋
））

の
新
築
住
宅
に
対
す

の
新
築
住
宅
に
対
す
るる

減
額
措
置
の
適
用
終

減
額
措
置
の
適
用
終
了了

市
税
の
納
税
に

市
税
の
納
税
に
はは

便
利
な
口
座
振
替

便
利
な
口
座
振
替
をを

り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
宛
に
郵

送
で
申
し
込
み
が
で
き
る
用
紙
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

納
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
平
成　

年
度
第
１
期
か
ら
口
座

１９

振
替
を
ご
希
望
の
場
合

次
の
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…

４
月　

日
１０

◎
軽
自
動
車
税
…
４
月　

日
１０

◎
個
人
市
民
税
・
都
民
税
…
５
月

　

日
１０※

領
収
書
等
の
発
行
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
振
替
の
確
認
は
預
貯
金
通

帳
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
税
義
務
者
が
変
わ
っ
た
場
合

　

相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
義
務

者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

口
座
振
替
が
継
続
で
き
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
改
め
て
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
納
税
課
（
碓田
 

緯
内
線　

）
１３５１

  　

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く

年
金
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
４
月
か
ら
「
予
約
に
よ
る
年

金
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

▽
実
施
時
間　

平
日
の
午
後
３
時

年

金

予
約
に
よ
る
年
金
相

予
約
に
よ
る
年
金
相
談談

（
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

（
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
））

〜
５
時
（
夜
間
延
長
相
談
の
実
施

日
は
午
後
３
時
〜
６
時　

分
）
お

３０

よ
び
休
日
年
金
相
談
実
施
日
の
午

前　

時
〜
午
後
４
時

１０
▽
予
約
受
付　

来
所
ま
た
は
電
話

（
予
約
専
用
電
話
緯
０
４
２
２
・

　

・
２
４
４
５
）
受
付
時
間
は
平

５６日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
。
一
か
月
後
ま
で
の
予
約
を

１５受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
時
に
は
、基
礎
年
金
番
号
・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
相
談

の
内
容
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
年
金
手
帳
、
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
等
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
武
蔵
野
社
会

保
険
事
務
所
（
緯
０
４
２
２
・　
５６

・
１
４
１
１
）
へ
。

◆
保
険
年
金
課
（
碓田
 

緯
内
線　

、
１４９２

碓保
 

緯
内
線　

）
２１３７

 　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を

支
え
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
や
死
亡

の
と
き
に
も
家
族
の
生
活
を
支
え

る
も
の
で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
が
低
額
に
な

っ
た
り
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

納
付
書
紛
失
の
場
合
や
保
険
料

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
（
武

蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
緯
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
）
へ
。

５６

◆
保
険
年
金
課
（
碓田
 

緯
内
線　

、
１４９２

碓保
 

緯
内
線　

）
２１３７

  　

市
に
転
入
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
と
、「
ご
み
・
資
源
物
収
集

国
民
年
金
保
険
料
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
かか

く

ら

し

新
し
く
市
民

新
し
く
市
民
にに

な
ら
れ
た
方

な
ら
れ
た
方
へへ

おお
知知
らら
せせ

カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
等
、
市
内
の
生
活
に
関
す

る
冊
子
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
方
法
や
日
時
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
冊
子
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
参
考
に
し
て

ル
ー
ル
を
守
っ
て
排
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
ご
み
減
量
推
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
れ
い
な
町

を
一
緒
に
作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課（
碓保
 

緯
内
線　

）
２２２３

 　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に

関
す
る
事
務
や
使
用
開
始
・
中
止

等
の
受
付
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
相
談

等
の
業
務
が
都
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

※
田
無
庁
舎
窓
口
（
指
定
金
融
機

関
派
出
所
・
会
計
課
）、
保
谷
庁
舎

窓
口
、
柳
橋
・
中
原
・
谷
戸
の
各

出
張
所
で
の
お
支
払
い
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
漏
水
調
査
や
給
水
装
置

工
事
の
審
査
・
図
面
閲
覧
、
水
道

施
設
に
関
す
る
こ
と
は
、
４
月
１

日
以
降
も
従
来
通
り
取
り
扱
い
ま

す
（
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
）

◆
業
務
課
（
碓保
 

緯
内
線　

）
２５１２

水
道
部
業
務
課
・
工
務
課
の
組
織

を
再
編

　

水
道
料
金
業
務
等
の
都
へ
の
移

管
に
伴
い
、
現
在
の
水
道
部
業
務

課
と
工
務
課
を
環
境
防
災
部
の
水

道
課
と
し
て
再
編
し
ま
す
。　

　

窓
口
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保

谷
庁
舎
３
階
の
ま
ま
で
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
企
画
課
（
碓田
 

緯
内
線　

）
１１１１

 　

２
月
か
ら
休
館
し
て
い
た
中
町

市
民
集
会
所
は
２
月
９
日
を
も
っ

て
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
、水

４
月
１
日
か
ら
、水
道道

料
金
等
に
関
す
る

料
金
等
に
関
す
る
業業

務
が
東
京
都
に
移

務
が
東
京
都
に
移
管管

中
町
市
民
集
会
所

中
町
市
民
集
会
所
がが

廃
止
に
な
り
ま
し

廃
止
に
な
り
ま
し
たた

　

長
い
間
、
地
域
の
交
流
の
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
が

今
後
は
富
士
町
市
民
集
会
所
、
東

町
市
民
集
会
所
、
東
伏
見
市
民
集

会
所
な
ど
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
生
活
文
化
課
（
碓田
 

緯
内
線　

）
１４１３

  　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
は
、
年

４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・　
１２

月
に
登
録
す
る
「
定
時
登
録
」
と
、

選
挙
の
つ
ど
行
う「
選
挙
時
登
録
」

が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
２
日
の
定
時
登
録
者
数
が

確
定
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

登
録
者
数
は
、
男
性
７
万
６
千

　

人
、
女
性
７
万
９
千　

人
、
計

８６２

６８０

　

万
６
千　

人
で
す
。

１５

５４２

　

平
成　

年　

月
２
日
の
定
時
登

１８

１２

録
者
数
と
比
較
す
る
と
、
男
性　
９４

人
減
、
女
性　

人
増
、
計　

人
増

１１７

２３

加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
定
時
登
録
の
要
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
昭
和　

年
３
月
２
日
以
前
に
生

６２

ま
れ
た
方

③
平
成　

年
３
月
１
日
現
在
、
引

１９

き
続
き
３
か
月
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
方
（
他
区
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年　
１８

１２

月
１
日
ま
で
に
西
東
京
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
方
）

　

ま
た
、
次
の
資
格
を
有
す
る
方

が
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

①
在
外
選
挙
人
名
簿
に
既
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
な
い
こ
と

②
登
録
申
請
時
に
満　

歳
以
上
で

２０

あ
る
こ
と

③
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

④
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
申

請
に
関
し
、
そ
の
者
の
住
所
を
管

轄
す
る
領
事
官
の
管
轄
区
域
内
に

選

挙

選
挙
人
名
簿
登
録

選
挙
人
名
簿
登
録
者者

数
（
定
時
登
録
）
確

数
（
定
時
登
録
）
確
定定

引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所
を
有

す
る
方

　

平
成　

年
３
月
３
日
現
在
の
在

１９

外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、
男

性　

人
、
女
性　

人
、
計　

人
で
す
。

１２８

１２４

２５２

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
碓保
 

緯
内
線　

）
２８１１

 
４
月
８
日
（
日
）
は
投
票
日
で
す

〜
東
京
の
未
来
は
私
が
決
め
る
。
〜

午
前
７
時
〜
午
後
８
時　

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

◎
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
等
で
投
票
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

▽
期
間
・
時
間　

３
月　

日
（
金
）

２３

〜
４
月
７
日
（
土
）・
毎
日
午
前
８

時　

分
〜
午
後
８
時
（
土
・
日
曜

３０
日
も
同
じ
）

▽
場
所　

田
無
庁
舎
２
階　

市
民

２０３

会
議
室
、
保
谷
東
分
庁
舎
地
下
第

１
会
議
室
B　
　

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
碓保
 

緯
内
線　

）
２８１２

  　

市
政
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〇
保
谷
第
二
小
学
校　

周
年
実
行

６０

委
員
会
様（
薄
型
掲
示
ボ
ッ
ク
ス
）

〇
（
株
）
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

東
京
公
務
部
様
･
同
保
谷
支
店
様

（
い
こ
い
の
森
公
園
へ
苗
木　

本
２００

植
樹
）

◆
管
財
課
（
碓田
 

緯
内
線　

）
１２１１

 
▽
と
き　

３
月　

日
（
火
）
午
後

２７

２
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

防
災
セ
ン
タ
ー
６
階

▽
議
題　

行
政
報
告
ほ

か

▽
傍
聴
人
数　
　

人
10

◆
教
育
庶
務
課
（
碓保
 

緯
内
線　

）
2611

東
京
都
知
事
選

東
京
都
知
事
選
挙挙

そ

の

他

寄寄

贈贈

教
育
委
員
会
の
開
催
日

教
育
委
員
会
の
開
催
日
程程

   感謝状を受けられた皆様は次のと
おりです。
・株式会社富士富建設
　　代表取締役　白岩富二様
・加藤のぶ子様
・寺崎千秋様
・ひばりヶ丘南北会様
◆秘書課（碓田 緯内線１２６１）

市政へのご協力をいただきました方 に々
感謝状の贈呈を行いました

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

広報「西東京」が装いを新たに登場！
～４月１日号をどうぞお楽しみに概～

　 市民の皆さんに、市の情報をお届けしています「広報西東京」の紙面デザインが、次
回の4月1日号より新しくなります。
　読者である市民の皆さんにとって、「よりわかりやすく、見やすい広報」を目指します。

汽 内容・記事をよりわかりやすく!!
図、グラフ、写真等を活用し、より理解しやすい内容になります。

汽 情報の整理・集約!!
表記方法等をコンパクトにすること により、よりみやすくなります。

汽 情報伝達手段多様化への対応 !!
ホ－ムペ－ジやメ－ルアドレス表記の増加に対応するため、横書きを促進し左綴じ
となります。

椛こんな内容に・・・・・椛

　今後とも、広報「西東京」をどうぞよろしくお願いします。
 円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 ◆広報広聴課(碓田 緯内線1141)

  　

4
月
か
ら
、
地
域
で
廃
棄
物
の

減
量
啓
発
、
出
し
方
・
分
別
指
導

や
、
市
の
行
う
施
策
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
市
民
の
方
を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
対
象
区
域　

市
内
空
白
地
域
お

よ
び
市
長
が
指
定
す
る
大
規
模
住

宅▽
任
期　

２
年

▽
謝
金　

月
額
三
千
円
（
所
得
税

込
）

▽
報
告
等　

毎
月
活
動
状
況
報
告

募募

集集

ご
み
に
つ
い
て
、一

ご
み
に
つ
い
て
、一
緒緒

に
考
え
て
く
だ
さ

に
考
え
て
く
だ
さ
るる

方
を
募
集
し
ま

方
を
募
集
し
ま
すす

書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
会
議
等　

原
則
年
２
回
、
廃
棄

物
減
量
等
推
進
員
の
会
議
を
開

き
、
推
進
員
の
連
絡
調
整
、
意
見

交
換
等
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ご
み
減
量
推
進
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
減
量
推
進
課
（
碓保
 

緯
内
線

　

）
２２２３【

お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
「
西
東
京
」
３
月
１
日
号
の
４

面
「
保
谷
庁
舎
夜
間
･
休
日
受
付
窓

口
の
終
了
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

受
け
取
り
時
間
（
４
月
１
日
以
降
）

（
誤
）休
日
…
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
正
）休
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
市
民
課
（
碓田
 

緯
内
線　

、
碓保
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